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defghij !"    中国古代貨幣経済史に関する先行研究と私見の位置づけ
説
。
こ
れ
は
、
中
国
古
代
の
銭
と
現
代
貨
幣
と
の
質
的
差
異
を
し
め
す
も
の
で
、
貨
幣
経
済
の
盛
衰
を
貨
幣
数
量
の
増
減
の
問
題
に
還
元
す
る
従
来
の
説
の
批
判
に
も
な
っ
て
い
る
。
②
貨
幣
間
関
係
論
…
…
銭
や
黄
金
な
ど
の
貨
幣
同
士
の
関
係
に
注
目
す
る
説
。
複
数
並
存
す
る
貨
幣
の
関
係
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
た
ん
に
貨
幣
経
済
の
盛
衰
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
的
な
質
的
変
化
に
言
及
し
て
お
り
、
①
と
同
様
、
中
国
古
代
貨
幣
経
済
盛
衰
論
批
判
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
。
③
地
域
貨
幣
論
…
…
貨
幣
経
済
の
盛
衰
に
時
代
差
だ
け
で
な
く
、
地
域
差
も
あ
っ
た
と
す
る
説
。
従
来
の
中
国
古
代
貨
幣
経
済
盛
衰
論
が
地
域
差
を
考
慮
し
て
い
な
い
点
を
批
判
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
都
市
―
農
村
間
、
都
市
間
に
も
経
済
的
差
異
を
認
め
る 
多
元
的
流
通
経
済
論 
も
生
ま
れ
た
。
④
現
物
貨
幣
論
…
…
銭
・
黄
金
な
ど
の
金
属
貨
幣
だ
け
で
な
く
、
布
帛
や
穀
物
な
ど
の
現
物
貨
幣
を
も
｢
貨
幣
経
済｣
の
要
素
と
す
る
説
。
従
来
の
説
が
金
属
貨
幣
の
増
減
の
み
を
指
標
と
し
て
い
る
点
を
批
判
す
る
。
⑤
商
人
―
豪
族
論
的
転
回
…
…
貨
幣
経
済
の
時
代
的
変
化
を
論
ず
る
上
で
、
と
く
に
貨
幣
経
済
の
担
い
手
(
商
人
・
豪
族
・
小
農
民
な
ど)
の
動
向
に
注
目
す
る
説
。
し
か
も
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
①
〜
④
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
ポ
ラ
ン
ニ
ー
派
経
済
人
類
学
の
成
果
を
織
り
込
ん
だ 
経
済
人
類
学
的
多
元
的
貨
幣
論 
が
登
場
し
た
。
こ
れ
は
、｢
貨
幣
経
済
の
盛
衰｣
や
｢
貨
幣
経
済
か
自
然
経
済
か｣
と
い
っ
た
従
来
の
二
項
対
立
的
な
問
題
設
定
自
体
を
批
判
し
た
上
で
、
中
国
古
代
貨
幣
経
済
史
の
時
代
的
・
地
域
的
な
質  
的  
変  
化  
を
問
題
視
す
る
と
い
う
も
の
で
、
非
常
に
す
ぐ
れ
た
見
解
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究
を
み
る
と
、
ま
だ
理
論
的
な
問
題
提
起
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
箇
所
も
多
く
、
随
所
に
矛
盾
す
る
よ
う
な
箇
所
さ
え
み
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
こ
に
は
、
近
年
急
成
長
し
た
出
土
文
字
資
料
研
究
な
ど
の 
ミ
ク
ロ
歴
史
学
的
研
究 
も
十
分
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
別
稿
で
、
こ
の
よ
う
な
動
向
を
ふ
ま
え
た
中
国
古
代
貨
幣
経
済
史
に
関
す
る
新
た
な 
マ
ク
ロ
歴
史
学
的
研
究 
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
近
年
の
経
済
人
類
学
・
経
済
社
会
学
な
ど
の
成
果
を
も
ふ
ま
え
た
上
で
、
と
り
あ
え
ず
｢
多
く
の
商  
品  
を
直
接
購
入
す
る
こ
と
の
で
き
る
媒
介
物
で
、
か
つ
そ
の
利
便
性
ゆ
え
に
集
団
的
に
欲
せ
ら
れ
る
物
財｣
を
貨
幣
と
呼
び
、
そ
れ
を
結
節
点
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
貨
幣
経
済)
の
中
国
古
代
に
お
け
る
展
開
過
程
と
そ
の
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
こ
と
を
の
べ
た
(
３)
。
で
は
上
記
の
学
説
史
の
中
で
、
と
く
に
後
漢
経
済
に
は
具
体
的
に
い
か
な
る
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。
再
度
上
記
の
学
説
史
を
み
る
と
、
以
下
の
二
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
後
漢
貨
幣
経
済
衰
退
論
…
…
中
国
古
代
貨
幣
経
済
が
前
漢
後
半
期
以
降
衰
退
し
た
と
す
る
中
国
古
代
貨
幣
経
済
盛
衰
論
と
、
中
国
古
代
全
体
が
自
然
経
済
中
心
で
あ
っ
た
と
す
る
前
近
代
中
国
自
然
経
済
論
が
含
ま
れ
る
。
②
後
漢
貨
幣
経
済
隆
盛
論
…
…
後
漢
末
ま
で
は
貨
幣
経
済
が
隆
盛
で
― 67 ―
あ
っ
た
と
す
る
説
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
は
曖
昧
な
論
点
が
多
々
含
ま
れ
、
上
記
の
銭
＝
国
家
的
決
済
手
段
論
・
貨
幣
間
関
係
論
・
地
域
貨
幣
論
・
現
物
貨
幣
論
・
商
人
―
豪
族
論
的
転
回
も
十
分
に
は
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
佐
原
康
夫
氏
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
人
類
学
的
多
元
的
貨
幣
論
者
も
、
後
漢
経
済
に
つ
い
て
は
ま
だ
詳
細
な
研
究
を
行
っ
て
い
な
い
(
４)
。
も
っ
と
も
、
彭
信
威
氏
や
山
田
勝
芳
氏
は
別
途
、
後
漢
貨
幣
制
度
史
に
関
す
る
精
緻
な
研
究
を
進
め
て
お
り
(
５)
、
後
述
す
る
布
帛
に
関
し
て
は
佐
藤
武
敏
氏
の
大
著
も
あ
る
が
(
６)
、
そ
れ
ら
も
多
元
的
貨
幣
論
に
立
脚
し
た
も
の
で
は
な
く
、
論
拠
と
な
っ
て
い
る
史
料
も
必
ず
し
も
網
羅
的
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
以
下
、
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
不
備
を
補
い
、
改
め
て
関
連
史
料
を
網
羅
的
に
収
集
・
分
析
し
た
上
で
(
付
表
参
照)
、
多
元
的
貨
幣
論
の
観
点
か
ら
後
漢
貨
幣
経
済
史
を
再
構
成
す
る
。
第
二
節
後
漢
時
代
に
お
け
る
貨
幣
経
済
の
展
開
後
漢
貨
幣
経
済
に
つ
い
て
学
説
史
上
最
初
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
衰
え
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
前
漢
と
同
等
以
上
に
栄
え
て
い
た
の
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
多
元
的
貨
幣
論
に
基
づ
く
と
、
そ
の
判
断
は
じ
つ
は
き
わ
め
て
難
し
い
。
そ
の
基
準
と
な
る
｢
貨
幣｣
の
定
義
自
体
が
従
来
と
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
問
題
な
の
は
、
従
来
の
中
国
古
代
貨
幣
経
済
盛
衰
論
者
の
多
く
が
、
貨
幣
経
済
の
盛
衰
を
銭
の
流
通
量
の
多
寡
に
求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
外
に
も
そ
の
用
例
分
析
を
あ
ま
り
網
羅
的
に
は
行
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
戦
後
を
代
表
す
る
中
国
貨
幣
史
研
究
者
で
あ
る
彭
信
威
氏
は
つ
と
に
、
范
曄
『
後
漢
書』
の
中
か
ら
賜
銭
(
皇
帝
な
ど
か
ら
臣
下
な
ど
へ
の
銭
の
賜
与)
に
関
す
る
事
例
を
収
集
し
、
そ
の
総
額
の
算
出
を
試
み
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
十
全
と
は
い
い
が
た
い
。
す
な
わ
ち
、
『
後
漢
書』
を
改
め
て
精
査
す
る
と
、
そ
こ
に
は
銭
の
授
受
に
関
す
る
記
載
が
約
二
〇
〇
例
あ
り
、
そ
の
賜
与
数
は
｢
數
萬｣
・｢
數
億｣
等
々
の
よ
う
に
曖
昧
な
ば
あ
い
が
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
、
賜
銭
数
の
厳
密
な
数
値
を
得
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
筆
者
は
か
つ
て
『
史
記』
・『
漢
書』
か
ら
銭
の
授
受
例
を
収
集
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
『
後
漢
書』
の
事
例
数
と
比
較
す
る
と
、
両
者
の
数
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
銭
は
商
取
引
の
売
買
だ
け
で
な
く
(
７)
、
雇
傭
者
に
対
す
る
支
払
や
(
８)
、｢
裝
錢
(
旅
費
・
支
度
金)｣
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
(
９)
、
地
域
や
使
用
者
の
身
分
を
問
わ
ず
、
広
範
囲
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
( )
。
こ
れ
は
、
中
国
古
代
貨
幣
経
済
盛
衰
論
の
論
拠
が
も
と
よ
り
根
本
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
上
、
後
漢
初
期
の
班
固
(
32
〜
92)
が
『
漢
書』
巻
二
四
食
貨
志
下
に
( )
、
い
わ
ゆ
る
｢
貨
(
経
済
的
流
通
手
段)｣
の
起
源
・
機
能
に
関
す
る
一
般
論
と
し
て
凡  
そ  
貨  
は  
金  
錢  
布  
帛  
の  
用  
な  
り  
。
夏
殷
以
前
は
其
の
詳
、
記
す
靡
し
と
云
う
。
太
公
、
周
の
爲
に
九
府
圜
法
を
立
つ
。
黄
金
は
方
寸
― 68 ―
に
し
て
重
さ
は
一
斤
。
錢
は
圜
に
し
て
方
を
函
れ
、
輕
重
は
銖
を
以
て
す
。
布
帛
は
廣
さ
二
尺
二
寸
を
幅
と
爲
し
、
長
さ
は
四
丈
を
匹
と
爲
す
。
故
に
貨
は
金
よ
り
も
寶
く
、
刀
よ
り
も
利
く
、
泉
よ
り
も
流
れ
、
布
よ
り
も
布
き
、
帛
よ
り
も
束
ま
る
(
凡
貨
金
錢
布
帛
之
用
。
夏
殷
以
前
其
詳
靡
記
云
。
太
公
爲
周
立
九
府
圜
法
。
黄
金
方
寸
而
重
一
斤
。
錢
圜
函
方
、
輕
重
以
銖
。
布
帛
廣
二
尺
二
寸
爲
幅
、
長
四
丈
爲
匹
。
故
貨
寶
於
金
、
利
於
刀
、
流
於
泉
、
布
於
布
、
束
於
帛)
。
と
し
る
し
て
い
る
よ
う
に
、
後
漢
時
代
の
｢
貨｣
に
は
、
銭
だ
け
で
な
く
黄
金
や
布
帛
も
含
ま
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、『
後
漢
書』
光
武
帝
紀
下
建
武
十
六
年
(
40)
条
に
は
初
め
、
王
莽
の
亂
の
後
、
貨
幣
は
布
・
帛
・
金
・
粟
を
雜
え
用
う
。
是
の
歳
、
始
め
て
五
銖
錢
を
行
す
(
初
、
王
莽
亂
後
、
貨
幣
雜
用
布
・
帛
・
金
・
粟
。
是
歳
、
始
行
五
銖
錢)
。
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
王
莽
死
後
〜
建
武
十
六
年
に
、
布
帛
・
黄
金
・
粟
が
｢
貨
幣
(
経
済
的
流
通
手
段)｣
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
本
文
に
は
、
そ
の
時
期
に
銭
も
｢
貨
幣｣
で
あ
っ
た
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
先
学
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
時
銭
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
は
他
の
史
料
か
ら
も
看
取
し
う
る
。
そ
の
好
例
と
し
て
、｢
更
始
二
年｣
の
紀
年
を
も
つ
｢
五
銖｣
銭
の
銭
範
が
あ
る
こ
と
、
建
武
三
年
・
四
年
・
六
年
の
紀
年
を
も
つ
居
延
漢
簡
に
銭
関
連
の
記
載
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
( )
。
こ
れ
よ
り
銭
は
、
王
莽
期
以
降
、
一
貫
し
て
流
通
し
続
け
て
い
た
と
論
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
王
莽
死
後
〜
建
武
― 69 ―
    後漢初期 (建武１～12年) の勢力図
十
六
年
に
は
、
布
帛
・
黄
金
・
粟
だ
け
で
な
く
銭
も
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
建
武
十
六
年
以
降
は
ど
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
に
つ
い
て
前
掲
光
武
帝
紀
下
に
は
｢
始
行
五
銖
錢｣
と
あ
る
。｢
行｣
と
は
｢
銭
を
国
家
の
公
認
の
も
と
で
流
通
さ
せ
る｣
こ
と
な
の
で
( )
、
こ
れ
は
建
武
十
六
年
に
後
漢
国
家
が
｢
五
銖｣
銭
を
国
家
公
認
銭
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
建
武
十
六
年
以
前
に
流
通
し
て
い
た
銭
の
種
類
を
確
認
す
る
と
、
王
莽
末
期
に
は
前
漢
以
来
の
｢
五
銖｣
銭
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
銭
が
流
通
し
て
お
り
、
中
で
も
王
莽
が
皇
帝
即
位
後
に
発
行
し
た
も
の
と
し
て
｢
貨
泉｣
と
｢
貨
布｣
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
王
莽
死
後
に
長
安
入
城
を
果
た
し
た
更
始
帝
が
｢
五
銖｣
銭
を
、
隴
西
で
は
竇
融
が
｢
五
銖｣
銭
を
、
蜀
で
は
公
孫
述
が
鉄
銭
(
銭
文
不
明)
を
発
行
し
て
い
る
( )
(
図
１
( ))
。
と
す
る
と
｢
始
行
五
銖
錢｣
と
は
、
建
武
十
六
年
に
そ
れ
ら
の
雑
多
な
流
通
銭
を
廃
し
て
｢
五
銖｣
銭
の
み
を
国
家
公
認
銭
と
し
た
こ
と
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
。
現
に
『
晉
書』
巻
二
六
食
貨
志
を
み
る
と
漢
錢
は
舊
と
五
銖
を
用
う
。
王
莽
の
改
革
し
て
よ
り
、
百
姓
は
皆
な
之
を
不
便
と
す
。
公
孫
述
の
蜀
に
僭
號
す
る
に
及
び
、
童
謠
に
曰
く
｢
黄
牛
白
腹
、
五
銖
當
復｣
と
。
好
事
者
は
竊
か
に
言
う
｢
王
莽
は
黄
を
稱
し
、
述
は
之
を
繼
が
ん
と
欲
す
。
故
に
白
帝
を
稱
す
。
五
銖
は
漢
貨
な
り
。
漢
の
當
に
復
た
天
下
を
併
す
べ
き
を
言
う
な
り｣
と
。
光
武
の
中
興
に
至
り
、
莽
の
貨
泉
を
除
く
。
建
武
十
六
年
、
馬
援
又
た
上
書
し
て
曰
く
｢
富
國
の
本
は
食
貨
に
在
り
。
宜
し
く
舊も
と
の
如
く
五
銖
錢
を
鑄
る
べ
し｣
と
。
帝
、
之
に
從
い
、
是
に
於
い
て
復
た
五
銖
錢
を
鑄
、
天
下
は
以
て
便
と
爲
す
(
漢
錢
舊
用
五
銖
。
自
王
莽
改
革
、
百
姓
皆
不
便
之
。
及
公
孫
述
僭
號
於
蜀
、
童
謠
曰
｢
黄
牛
白
腹
、
五
銖
當
復｣
。
好
事
者
竊
言
、｢
王
莽
稱
黄
、
述
欲
繼
之
。
故
稱
白
帝
。
五
銖
漢
貨
。
言
漢
當
復
併
天
下
也｣
。
至
光
武
中
興
、
除
莽
貨
泉
。
建
武
十
六
年
、
馬
援
又
上
書
曰
｢
富
國
之
本
在
於
食
貨
。
宜
如
舊
鑄
五
銖
錢｣
。
帝
從
之
、
於
是
復
鑄
五
銖
錢
、
天
下
以
爲
便)
。
と
あ
り
、
建
武
十
六
年
の
幣
制
改
革
の
主
眼
が
、
銭
全
般
の
復
活
で
な
く
、｢
五
銖｣
銭
の
復
活
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
王
莽
期
以
来
の
｢
貨
泉｣
の
｢
除
(
廃
止)｣
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
し
る
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
原
文
の
｢
至
光
武
中
興
、
除
莽
貨
泉｣
と
｢
建
武
十
六
年
、
馬
援
又
上
書
曰
…
…
帝
從
之
、
於
是
復
鑄
五
銖
錢｣
は
、
あ
た
か
も
同
じ
こ
と
を
の
べ
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、『
後
漢
書』
馬
援
列
伝
に
よ
る
と
、
じ
つ
は
馬
援
は
｢
五
銖｣
銭
の
復
活
に
関
す
る
上
書
を
二
回
行
っ
て
お
り
、
一
度
目
は
棄
却
さ
れ
て
い
る
( )
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、｢
至
光
武
中
興
、
除
莽
貨
泉｣
は
一
度
目
、｢
建
武
十
六
年
、
馬
援
又  
上
書
曰
…
…｣
は
二
度
目
の
上
書
と
当
該
政
策
の
実
施
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
本
文
は
、｢
除
貨
泉｣
と
｢
鑄
五
銖
錢｣
に
関
す
る
馬
援
の
二
度
の
上
書
を
通
じ
て
、
建
武
十
六
年
に
｢
貨
泉｣
を
廃
止
し
、
｢
五
銖｣
銭
を
唯
一
の
国
家
公
認
銭
と
し
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
( )
。
現
に
、
伝
世
の
銭
範
の
中
に
は
、
建
武
十
六
年
か
十
七
年
の
｢
五
銖｣
銭
銭
範
も
あ
り
( )
、
こ
の
頃
に
｢
五
銖｣
銭
が
国
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家
主
導
で
鋳
造
さ
れ
始
め
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
で
は
、
建
武
十
六
年
以
降
、｢
布
・
帛
・
金
・
粟｣
は
｢
貨
幣｣
で
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
前
掲
光
武
帝
紀
建
武
十
六
年
条
を
み
る
と
、
そ
の
よ
う
に
も
読
め
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
た
『
後
漢
書』
朱
暉
列
伝
に
は
是
の
時
、
穀
貴
く
、
縣
官
の
經
用
足
ら
ず
…
尚
書
張
林
上
言
す
ら
く
｢
穀
の
貴
き
所
以
は
、
錢
の
賤
き
が
故
に
由
る
な
り
。
盡
く
錢
を
封
じ
、
一
も
つ
ぱ
ら
布
帛
を
取
り
て
租
と
爲
し
、
以
て
天
下
の
用
を
通
ぜ
し
む
べ
し
。
…｣
と
。
…
朱
暉
、
林
の
言
に
據
り
て
は
施
行
す
べ
か
ら
ず
と
奏
し
、
事
、
遂
に
寢
む
。
…
帝
、
卒
に
林
等
の
言
を
以
て
然
り
と
爲
す
。
…
暉
等
、
皆
な
自
ら 
獄
す
。
…
暉
曰
く
｢
…｣
と
。
…
帝
の
意
解
け
、
其
の
事
寢
む
(
是
時
穀
貴
、
縣
官
經
用
不
足
…
尚
書
張
林
上
言
｢
穀
所
以
貴
、
由
錢
賤
故
也
。
可
盡
封
錢
、
一
取
布
帛
爲
租
、
以
通
天
下
之
用
。
…｣
。
…
[
朱]
暉
奏
據
林
言
不
可
施
行
、
事
遂
寢
。
…
帝
卒
以
林
等
言
爲
然
。
…
暉
等
皆
自 
獄
。
…
暉
曰｢
…｣
。
…
帝
意
解
、
寢
其
事)
。
と
あ
り
、
こ
れ
は
従
来
、
元
和
年
間
(
84
〜
87)
に
尚
書
張
林
が
布
帛
の
貨
幣
化
を
提
言
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
説
は
、
元
和
年
間
以
前
に
布
帛
が
貨
幣
で
な
か
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
本
文
は
、
実
際
に
は
銭
納
税
制
の
停
止
と
、
布
帛
に
よ
る
税
制
の
確
立
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
布
帛
を
用
い
て
｢
天
下
の
用
(
穀
物)
を
通
ぜ
し
む｣
る
こ
と
を
提
言
し
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
元
和
年
間
以
前
に
布
帛
が
貨
幣
(
経
済
的
流
通
手
段)
で
な
か
っ
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
は
な
い
。
現
に
『
後
漢
書』
に
は
、
布
帛
や
黄
金
を
用
い
て
穀
物
や
家
畜
な
ど
を
購
入
し
て
い
る
例
(
193)
が
あ
る
。
ま
た
前
掲
食
貨
志
下
に
｢
凡
そ
貨
は
、
金
錢
布
帛
の
用
な
り｣
と
あ
り
、
こ
れ
は
班
固
が
『
漢
書』
の
執
筆
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
明
帝
期
(
57
〜
75)
以
降
の
実
情
を
ふ
ま
え
た
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
永
平
六
年
(
66)
の
紀
年
を
も
つ
｢
開
通
襃
斜
道
摩
崖｣
石
刻
に
は
( )
永
平
六
年
、
漢
中
郡
、
詔
書
を
以
て
廣
漢
蜀
郡
巴
郡
徒
二
千
六
百
九
十
人
を
受
け
、
襃
余
道
を
開
通
せ
ん
と
す
…
…
最
凡
、
用
功
は
七
十
六
萬
六
千
八
百
餘
人
、
瓦
は
丗
六
萬
九
千
八
百
四
器
、
用
錢
は
百
四
十
九
萬
九
千
四
百
餘
斛
粟
。
九
年
四
月
に
成
就
し
、 
州
東
よ
り
京
師
に
至
る
ま
で
、
去
就
安
穩
た
り
(
永
平
六
[
年]
、
漢
中
郡
以
詔
書
受
廣
漢
蜀
郡
巴
郡
徒
二
千
六
百
九
十
人
、
開
通
襃
余
道
…
…
最
凡
用
功
七
十
六
萬
六
千
八
百
【
餘
人】
、
瓦
丗
六
萬
九
千
八
百
四
【
器
、
用
錢
百
四
十
九
萬
九
千
四
百
餘
斛
粟
。
九
年
四
月
成
就
、 
州
東
至
京
師
、
去
就
安
穩】)
。
と
あ
り
、｢
用
錢｣
の
単
位
が
｢
斛
粟｣
と
な
っ
て
お
り
、
穀
物
が
銭
の
代
わ
り
に
貨
幣
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
建
武
十
六
年
以
降
の
経
済
状
況
を
検
討
す
る
上
で
、
前
も
っ
て
黄
金
・
穀
物
・
布
帛
な
ど
を
検
討
対
象
外
と
す
る
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。そ
こ
で
改
め
て
『
後
漢
書』
の
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
用
例
(
穀
物
は
別
稿
で
検
討
予
定)
を
み
る
と
、
黄
金
の
用
例
は
少
な
い
も
の
の
、
既
述
の
ご
と
く
銭
の
授
受
に
関
す
る
記
載
は
二
〇
〇
例
近
く
み
え
、
そ
の
― 71 ―
数
は
『
史
記』
・『
漢
書』
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
ま
た
布
帛
の
用
例
も
多
く
、
そ
れ
と
銭
の
用
例
の
総
数
は
四
〇
〇
近
く
に
も
の
ぼ
る
。
単
純
に
事
例
数
の
み
を
比
較
す
る
と
、
こ
れ
は
『
史
記』
・
『
漢
書』
以
上
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
従
来
の
中
国
古
代
貨
幣
経
済
盛
衰
論
の
う
ち
、
後
漢
時
代
に
貨
幣
経
済
が
衰
え
た
と
す
る
見
解
は
、
各
研
究
者
の
視
点
や
貨
幣
の
定
義
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
以
前
に
、
む
し
ろ
ま
ず
実
証
的
に
批
判
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
( )
。
そ
れ
に
よ
っ
て
後
漢
貨
幣
経
済
が
前
漢
以
上
に
栄
え
て
い
た
か
否
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
後
漢
時
代
に
貨
幣
経
済
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
銭
・
黄
金
・
布
帛
な
ど
を
構
成
要
素
と
す
る
後
漢
貨
幣
経
済
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
特
質
が
あ
っ
た
の
か
。
第
三
節
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
用
途
後
漢
貨
幣
経
済
の
特
質
を
解
明
す
る
に
あ
た
り
、
本
節
で
は
ま
ず
、
後
漢
時
代
の
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
使
用
状
況
を
確
認
し
、
そ
れ
を
前
漢
時
代
の
状
況
と
比
較
す
る
。
そ
の
さ
い
に
参
考
と
な
る
の
が
、『
史
記』
・
『
漢
書』
よ
り
み
た
前
漢
・
新
に
お
け
る
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
授
受
例
を
収
集
・
整
理
し
た
別
稿
付
表
と
、
本
論
付
表
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
前
者
よ
り
み
た
前
漢
時
代
の
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
用
途
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
概
括
し
た
( )
。
す
な
わ
ち
、
前
漢
時
代
の
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
用
途
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
定
の
規
則
性
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
賜
与
物
・
贈
与
物
と
し
て
の
黄
金
と
銭
の
価
値
は
必
ず
し
も
上
下
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
と
布
帛
の
関
係
も
一
元
的
に
説
明
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
前
漢
時
代
の
銭
・
黄
金
・
布
帛
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
流
通
回
路
を
有
し
て
お
り
、
贈
与
物
・
賜
与
物
・
呪
物
な
ど
と
し
て
各
々
独
自
に
流
通
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
前
漢
時
代
で
は
、
銭
は
軍
功
褒
賞
・
対
徙
民
賜
与
・
喪
葬
関
連
・
餞
別
、
黄
金
は
軍
功
褒
賞
・
官
吏
退
職
金
・
対
外
国
交
易
・
対
外
国
賜
与
、
帛
は
対
外
国
交
易
・
対
外
国
賜
与
・
社
会
的
名
望
や
地
位
を
有
す
る
民
へ
の
賜
与
・
社
会
的
福
祉
の
必
要
な
弱
者
へ
の
賜
与
・
病
気
見
舞
い
・
中
級
以
下
の
官
吏
に
対
す
る
賜
与
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
用
途
は
基
本
的
に
相
互
に
代
替
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
筆
者
は
、
前
漢
時
代
の
銭
・
黄
金
・
布
帛
が
経
済
的
流
通
手
段
と
し
て
共
通
の
機
能
を
果
た
す
一
方
で
、
当
時
の
経
済
・
制
度
・
習
俗
の
複
雑
な
絡
み
合
い
を
背
景
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
社
会
的
機
能
を
も
果
た
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
各
貨
幣
の
相
互
補
完
的
関
係
の
上
に
、
地
域
性
を
胚
ん
だ
柔
構
造
と
し
て
前
漢
貨
幣
経
済
が
存
立
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
的
特
徴
を
有
す
る
前
漢
貨
幣
経
済
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
本
稿
付
表
を
み
る
と
、
後
漢
に
お
け
る
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
用
途
上
の
特
徴
と
し
て
、
つ
ぎ
の
八
点
が
見
出
さ
れ
る
。
第
一
に
、
黄
金
の
授
受
数
は
、
前
漢
と
比
べ
る
と
非
常
に
少
な
い
( )
。
よ
っ
て
、
多
く
の
先
学
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
黄
金
の
流
通
量
は
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
激
減
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
前
漢
刑
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法
の
一
つ
に
は
罰
金
刑
が
あ
り
、
そ
れ
は
後
漢
に
も
継
受
さ
れ
た
( )
。
ま
た
国
外
関
連
の
授
受
や
賄
賂
に
黄
金
を
用
い
た
例
も
少
し
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
付
表
を
み
る
と
、
黄
金
の
授
受
例
が
建
武
以
降
に
激
減
し
て
い
る
の
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
( )
、
黄
金
関
連
の
史
料
が
新
末
〜
後
漢
初
に
一
挙
に
消
え
去
っ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
が
戦
乱
に
よ
る
突
発
的
現
象
(
国
外
流
出
や
紛
失)
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
第
二
に
、
国
外
関
連
の
授
受
に
は
、
既
述
の
ご
と
く
黄
金
と
、
さ
ら
に
布
帛
が
選
好
さ
れ
、
銭
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
( )
。
こ
れ
は
前
漢
と
同
様
の
傾
向
で
、
国
外
の
人
び
と
が
漢
銭
を
常
用
し
て
お
ら
ず
、
銭
に
価
値
を
見
出
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
一
因
が
あ
ろ
う
。
前
漢
に
は
さ
ら
に
銭
の
国
外
流
出
禁
止
規
定
が
あ
っ
た
が
( )
、
後
漢
に
も
同
様
の
規
定
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
付
表
を
よ
く
み
る
と
、
国
外
関
連
の
物
財
授
受
に
お
い
て
銭
が
用
い
ら
れ
た
例
も
皆
無
で
は
な
い
( )
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
、
青
州
・
徐
州
に
｢
歸
附｣
し
た
｢
鮮
卑
大
人｣
と
、｢
歸
義
内
屬｣
し
た
｢
蜀
郡
旄
牛
徼
外
夷｣
へ
の
銭
賜
与
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
郡
県
へ
の
内
属
予
定
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
残
る
一
例
は
｢
徼
外
蠻｣
な
ど
へ
の
賜
与
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
｢
小
君
長｣
の
み
を
対
象
と
し
た
特
例
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、
国
外
関
連
の
銭
授
受
は
や
は
り
原
則
上
存
在
し
な
か
っ
た
と
論
定
さ
れ
る
。
第
三
に
、
布
(
麻
織
物)
の
賜
与
は
、
帛
(
絹
織
物)
賜
与
と
比
較
す
る
と
圧
倒
的
に
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
喪
葬
関
連
で
あ
っ
た
( )
(
そ
れ
以
外
の
例
外
的
事
例
に
規
則
性
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
( ))
。
ま
た
喪
葬
関
連
の
賜
与
に
は
銭
も
常
用
さ
れ
、
光
武
帝
期
に
は
帛
も
使
用
さ
れ
た
( )
。
こ
れ
に
対
し
て
前
漢
で
は
、
既
述
の
ご
と
く
喪
葬
関
連
の
賜
与
物
と
し
て
銭
と
帛
が
常
用
さ
れ
た
。
と
す
る
と
、
後
漢
時
代
(
と
く
に
光
武
帝
期
よ
り
も
後)
の
特
徴
の
一
つ
は
、
喪
葬
時
に
銭
・
帛
の
代
わ
り
に
銭
・
布
を
用
い
る
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
帛
の
代
わ
り
に
布
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
後
漢
に
は
奢
侈
批
判
が
盛
行
し
た
の
で
(
王
符
『
潜
夫
論』
浮
侈
篇
、
崔
寔
『
政
論』
な
ど
参
照)
、
お
そ
ら
く
喪
葬
儀
礼
に
も
質
素
さ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
喪
葬
賜
与
に
高
価
な
帛
で
な
く
安
価
な
布
を
用
い
る
傾
向
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
四
に
、
贖
罪
関
連
の
支
払
に
は
｢  ふたこぎ
ぬ｣
が
用
い
ら
れ
た
( )
。
漢
代
に
は
正
刑
と
し
て
の
贖
刑
と
、
換
刑
と
し
て
の
贖
刑
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
( )
、
こ
こ
で
い
う
贖
罪
と
は
後
者
に
相
当
す
る
。
と
い
う
の
も
、
付
表
の
｢
贖｣
の
例
は
詔
に
基
づ
い
て
｢
死
刑｣
者
な
ど
に
発
せ
ら
れ
た
臨
時
的
措
置
で
、
初
め
か
ら
｢
贖｣
刑
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
一
体
な
ぜ
後
漢
国
家
は
、
そ
の
よ
う
な
臨
時
的
な
贖
罪
措
置
を
た
び
た
び
施
行
し
、
な
ぜ
そ
の
さ
い
に
｢  ｣
を
支
払
わ
せ
た
の
か
。
犯
罪
者
を
赦
し
て
ま
で
｢  ｣
の
納
付
を
優
先
す
る
以
上
、｢  ｣
が
後
漢
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
付
表
を
み
る
と
、
当
該
例
は
光
武
帝
期
に
一
例
、
明
帝
期
に
三
例
、
章
帝
期
に
二
例
、
和
帝
期
に
一
例
、
順
帝
期
に
一
例
、
霊
帝
期
に
六
例
あ
り
、
そ
の
中
で
も
霊
帝
期
に
つ
い
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て
は
、
売
官
・
売
爵
・
賄
賂
が
横
行
し
、
皇
帝
自
ら
も
物
財
に
貪
欲
で
あ
っ
た
霊
帝
期
特
有
の
現
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
残
る
事
例
は
順
帝
期
以
前
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
国
家
に
よ
る
｢  ｣
の
支
出
例
を
み
る
と
、
そ
の
大
規
模
な
も
の
と
し
て
軍
需
物
資
と
し
て
の
｢  ｣
が
挙
げ
ら
れ
る
が
( )
、
じ
つ
は
ち
ょ
う
ど
順
帝
期
以
前
に
後
漢
で
は
西
羌
の
反
乱
が
あ
り
、
大
量
の
軍
需
物
資
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、｢  ｣
に
よ
る
贖
罪
規
定
は
、
そ
の
よ
う
な
対
西
羌
戦
争
の
物
資
獲
得
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。第
五
に
、
官
吏
の
退
職
に
は
銭
が
常
用
さ
れ
、
そ
の
さ
い
に
帛
が
賜
与
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
( )
。
既
述
の
ご
と
く
、
前
漢
時
代
の
官
吏
の
退
職
に
は
黄
金
が
常
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
黄
金
の
激
減
し
た
後
漢
特
有
の
現
象
と
い
え
る
。
布
帛
よ
り
も
銭
が
常
用
さ
れ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
が
退
職
者
の
生
活
を
支
え
る
も
っ
と
も
実
用
的
な
経
済
的
流
通
手
段
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
第
六
に
、
徙
民
・
謫
戍
・
懸
賞
時
の
賜
与
に
は
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
ど
れ
か
が
使
用
さ
れ
た
が
、
最
多
は
銭
で
あ
っ
た
( )
。
そ
こ
で
そ
の
詳
細
を
み
る
と
、
銭
以
外
の
例
の
う
ち
、
22
・
218
・
383
は
黄
金
賜
与
、
22
・
23
・
57
は
帛
賜
与
の
例
で
あ
る
が
、
22
は
後
漢
に
攻
め
ら
れ
て
滅
亡
寸
前
の
公
孫
述
が
起
死
回
生
の
策
と
し
て
｢
敢
死
士｣
を
募
集
し
た
と
き
の
例
外
で
、
必
ず
し
も
後
漢
の
通
例
で
は
な
い
。
ま
た
23
・
57
・
218
は
国
外
関
連
賜
与
に
分
類
さ
れ
る
。
す
る
と
残
る
は
383
だ
け
と
な
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
殺
人
犯
を
｢
懸
金
購
募｣
し
た
例
で
、｢
購
募｣
に
銭
を
用
い
る
ば
あ
い
(
217)
と
好
対
照
を
な
す
( )
。
で
は
後
漢
の
懸
賞
制
度
に
は
、
な
ぜ
銭
と
黄
金
が
用
い
ら
れ
た
の
か
。
こ
こ
で
前
漢
の
懸
賞
制
度
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
こ
で
も
銭
と
黄
金
が
状
況
に
お
う
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
( )
。
と
す
る
と
、
懸
賞
時
に
黄
金
と
銭
を
用
い
る
後
漢
の
制
度
的
骨
子
は
、
ま
さ
に
前
漢
か
ら
継
受
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
で
は
、
そ
れ
以
外
の
徙
民
・
謫
戍
・
募
民
時
の
賜
与
は
な
ぜ
銭
で
な
さ
れ
た
の
か
。
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
ら
の
賜
与
例
が
前
漢
に
も
あ
り
、
そ
こ
で
も
銭
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
筆
者
は
以
前
、(
α)
徙
民
・
謫
戍
に
と
っ
て
銭
の
実
用
性
が
高
か
っ
た
こ
と
、(
β)
徙
民
・
謫
戍
が
軍
功
の
一
種
と
み
な
さ
れ
、
軍
功
褒
賞
制
の
基
準
に
基
づ
き
銭
賜
与
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
の
二
点
を
挙
げ
た
。
す
る
と
後
漢
の
徙
民
・
謫
戍
も
、
そ
れ
と
同
様
の
理
由
で
銭
賜
与
の
対
象
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
そ
の
事
例
中
に
は
｢
裝
錢
(
支
度
金)｣
の
語
が
み
え
、
銭
が
旅
支
度
用
に
賜
与
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
背
景
に
銭
の
実
用
性
の
高
さ
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
第
七
に
、
官
吏
の
疾
病
時
に
見
舞
金
の
よ
う
な
形
で
賜
与
が
な
さ
れ
る
ば
あ
い
に
は
銭
が
常
用
さ
れ
、
布
帛
の
例
も
二
つ
あ
る
( )
。
も
っ
と
も
帛
の
事
例
は
、
史
料
の
読
み
方
次
第
で
は
官
吏
退
職
時
の
賜
与
と
も
解
し
う
る
の
で
、
問
疾
時
に
賜
与
さ
れ
た
の
は
銭
と
布
だ
け
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
も
っ
と
も
多
く
賜
与
さ
れ
た
の
は
銭
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
前
漢
で
は
、
既
述
の
ご
と
く
問
疾
賜
与
に
帛
が
常
用
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
帛
が
高
級
で
温
か
い
衣
料
と
認
識
さ
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れ
て
い
た
た
め
に
、
賜
与
者
が
そ
れ
を
賜
与
し
て
病
人
の
快
癒
を
願
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
で
は
、
そ
の
習
俗
は
な
ぜ
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
変
化
し
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
が
習
俗
の
時
代
的
変
化
の
一
端
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
第
八
に
、
三
老
(
五
〇
歳
以
上
で
善
行
が
あ
り
、
よ
く
民
衆
の
師
た
る
べ
き
者
と
し
て
選
ば
れ
た
郷
三
老
、
あ
る
い
は
県
三
老)
・
孝
(
親
に
仕
え
て
孝
行
な
者)
・
弟
(
＝
悌
。
長
幼
の
序
を
わ
き
ま
え
た
者)
・
力
田
(
農
業
に
精
励
す
る
者)
・
貞
婦
に
は
｢
帛｣
が
賜
与
さ
れ
、
鰥
(
老
鰥
夫
や
も
め)
・
寡
(
老
寡
婦)
・
孤
(
幼
少
で
父
な
き
者)
・
独
(
高
齢
で
子
の
い
な
い
者)
・
高
年
(
高
齢
者)
な
ど
に
は
｢
帛｣
な
い
し
｢
布
帛｣
が
賜
与
さ
れ
た
( )
。
佐
藤
武
敏
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
三
老
・
孝
悌
・
力
田
・
貞
婦
へ
の
賜
与
は 
郷
村
社
会
の
秩
序
強
化 、
高
年
・
鰥
・
寡
・
孤
・
独
へ
の
賜
与
は 
社
会
福
祉 
の
施
策
で
あ
ろ
う
( )
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
賜
与
に
は
な
ぜ
｢
帛｣
が
常
用
さ
れ
た
の
か
( )
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
前
漢
で
も
当
該
賜
与
に
｢
帛｣
が
常
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
か
つ
て
筆
者
は
、
そ
れ
が
暖
か
い
衣
料
た
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
賜
与
者
た
る
皇
帝
は
そ
の
温
も
り
を
通
じ
て
対
象
者
を
労いた
わ
り
、
顕
彰
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
皇
帝
の
恩
徳
を
民
に
直
接
伝
え
よ
う
と
し
た
と
論
じ
た
( )
。
す
る
と
後
漢
に
お
け
る
当
該
賜
与
も
、
そ
れ
と
同
様
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
検
討
に
よ
る
と
、
前
漢
と
後
漢
の
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
用
途
に
は
各
々
大
き
な
相
異
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
前
節
で
の
べ
た
よ
う
に
、
前
漢
後
半
期
以
降
の
貨
幣
経
済
は
必
ず
し
も
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
節
で
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
さ
ら
に
前
漢
と
は
異
な
る
質
的
変
化
を
経
て
い
た
。
た
と
え
ば
後
漢
で
は
、
銭
・
黄
金
・
布
帛
を
主
た
る
貨
幣
と
す
る
点
で
は
前
漢
と
共
通
す
る
も
の
の
、
減
少
し
た
黄
金
の
代
わ
り
に
銭
が
代
替
的
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
、
黄
金
の
量
的
減
少
な
ど
の
物
理
的
事
情
に
加
え
、
当
時
の
制
度
や
習
俗
の
時
代
的
変
化
(
貨
幣
流
通
の
地
域
的
範
囲
・
習
俗
的
範
囲
の
変
化
、
葬
送
儀
礼
の
質
素
化
な
ど)
が
深
く
関
与
し
て
い
た
。
と
す
る
と
、
そ
れ
は
当
然
、
後
漢
に
お
け
る
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
経
済
的
流
通
手
段
と
し
て
の
動
き
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
後
漢
貨
幣
経
済
の
あ
り
方
を
理
解
す
る
上
で
、
当
時
の
経
済
事
情
を
考
察
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
後
漢
貨
幣
経
済
の
特
質
と
は
、
そ
の
よ
う
な
後
漢
独
自
の
用
途
を
も
つ
銭
・
黄
金
・
布
帛
が
織
り
な
す
多
元
的
構
造
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
以
上
本
稿
で
は
、
後
漢
時
代
に
銭
・
黄
金
・
布
帛
な
ど
を
主
た
る
要
素
と
す
る
多
元
的
貨
幣
経
済
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
、
そ
こ
に
前
漢
貨
幣
経
済
と
は
異
な
る
時
代
的
特
質
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
銭
・
黄
金
・
布
帛
は
、
当
時
の
経
済
・
制
度
・
習
俗
を
背
景
に
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
流
通
回
路
を
有
し
て
い
た
。
後
漢
貨
幣
経
済
は
、
銭
・
黄
金
・
布
帛
な
ど
を
主
と
す
る
多
元
的
構
造
を
有
し
て
い
た
と
い
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う
点
で
は
前
漢
と
大
差
な
く
、
そ
の
点
で
た
ん
な
る
前
漢
貨
幣
経
済
の
延
長
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
大
き
な
時
代
的
差
異
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
別
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
あ
る
貨
幣
の
増
減
が
、
べ
つ
の
貨
幣
の
需
要
に
必
ず
し
も
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
貨
幣
そ
れ
ぞ
れ
が
、
重
複
す
る
機
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
相
互
に
代
替
す
る
こ
と
の
な
い
機
能
を
も
有
し
て
い
た
以
上
、
あ
る
貨
幣
の
不
足
を
べ
つ
の
貨
幣
で
補
う
こ
と
が
困
難
な
ば
あ
い
も
当
然
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
、
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
実
勢
比
価
が
後
漢
を
通
し
て
全
く
変
化
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
秦
漢
時
代
に
銭
―
黄
金
間
に
絶
対
的
比
価
が
あ
っ
た
と
す
る
定
説
を
批
判
し
た
別
稿
で
の
検
討
結
果
を
傍
証
す
る
( )
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、『
後
漢
書』
の
中
か
ら
特
定
の
貨
幣
を
選
び
、
そ
の
数
量
の
多
寡
を
指
標
に
イ
ン
フ
レ
や
デ
フ
レ
、
あ
る
い
は
貨
幣
経
済
の
盛
衰
な
ど
を
論
ず
る
こ
と
が
も
は
や
困
難
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
貨
幣
経
済
の
進
展
は
、
必
ず
し
も
漢
代
社
会
の
市
場
化
の
み
を
意
味
せ
ず
、
む
し
ろ
貨
幣
(
経
済
的
流
通
手
段)
の
方
が
当
時
の
制
度
や
既
存
の
習
俗
と
折
り
合
い
を
つ
け
る
形
で
特
定
目
的
化
(         )
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
( )
。
ま
た
、
銭
・
黄
金
・
布
帛
の
価
値
が
各
々
自
在
に
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ら
が
必
ず
し
も
相
互
規
定
的
な
関
係
に
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
後
漢
国
家
に
と
っ
て
三
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
を
し
め
す
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
流
通
が
当
時
の
経
済
・
制
度
・
習
俗
に
よ
っ
て
重
層
的
に
決
定
さ
れ
て
い
た
以
上
、
後
漢
に
は
前
漢
と
同
様
、
市
場
原
理
が
比
較
的
機
能
す
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
、
中
央
政
府
の
制
度
が
及
ぶ
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
、
特
定
の
貨
幣
を
偏
重
す
る
習
俗
の
さ
か
ん
な
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
等
々
が
、
十
分
に
均
一
化
さ
れ
な
い
ま
ま
に
並
存
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
も
、
た
と
え
ば
布
帛
の
流
通
量
は
、
衣
料
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
当
時
の
都
市
部
に
お
け
る
一
過
性
的
な
流
行
な
ど
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
( )
。
そ
れ
で
は
後
漢
国
家
は
、
こ
の
よ
う
な
柔
構
造
を
有
す
る
貨
幣
経
済
を
い
か
に
制
御
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
以
上
の
検
討
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
漢
国
家
は
な
ぜ
そ
の
上
に
二
〇
〇
年
近
く
も
存
立
し
え
た
の
か
。
今
後
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
た
以
上
に
よ
る
と
、
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
貨
幣
経
済
は
必
ず
し
も
衰
え
た
と
は
い
え
ず
、
銭
の
使
用
範
囲
も
む
し
ろ
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
魏
晋
南
北
朝
期
以
降
、
か
か
る
多
元
的
構
造
を
有
す
る
貨
幣
経
済
は
一
体
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
( )
。
こ
れ
も
ま
た
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
注(
１)
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
中
国
古
代
貨
幣
経
済
史
に
関
す
る
拙
稿
を
い
く
つ
か
発
表
し
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
そ
れ
ら
を
修
正
・
総
括
し
た
学
位
請
求
論
文
『
中
国
古
代
貨
幣
経
済
史
の
研
究』
を
早
稲
田
大
学
に
提
出
し
、
同
年
十
月
十
四
日
に
学
位
を
取
得
し
た
が
、
本
稿
で
引
く
私
見
は
基
本
的
に
本
博
士
論
文
に
よ
る
。
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(
２)
注
１
前
掲
論
文
。
(
３)
注
１
前
掲
論
文
。
(
４)
佐
原
康
夫
『
漢
代
都
市
機
構
の
研
究』
(
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年)
所
収
｢
居
延
漢
簡
月
俸
考｣
・｢
漢
代
貨
幣
史
再
考｣
・｢
漢
代
の
貨
幣
経
済
と
社
会｣
参
照
。
(
５)
彭
信
威
『
中
国
貨
幣
史
(
第
二
版)』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
六
五
年)
、
山
田
勝
芳
｢
後
漢
に
お
け
る
貨
幣
経
済
の
衰
退
(
発
表
要
旨)｣
(『
集
刊
東
洋
学』
第
六
四
号
、
一
九
九
〇
年)
、『
秦
漢
財
政
収
入
の
研
究』
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年)
、｢
王
莽
代
貨
幣
史｣
(『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集』
第
六
輯
、
一
九
九
五
年)
、｢
後
漢
・
三
国
時
代
貨
幣
史
研
究
古
代
か
ら
中
世
へ
｣
(『
東
北
ア
ジ
ア
研
究』
第
三
号
、
一
九
九
九
年)
、『
貨
幣
の
中
国
古
代
史』
(
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年)
な
ど
。
(
６)
佐
藤
武
敏
『
中
国
古
代
絹
織
物
史
研
究』
上
(
風
間
書
房
、
一
九
七
七
年)
。
(
７)
伝
世
文
献
に
は
｢
粟
石
…
錢｣
・｢
穀
石
…
錢｣
な
ど
の
表
現
が
散
見
し
、
穀
物
が
一
般
に
銭
で
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
。
(
８)
雇
傭
者
に
対
す
る
支
払
は
41
。
ま
た
280
も
雇
用
の
例
と
解
し
う
る
。
(
９)
｢
裝
錢｣
は
71
・
114
・
123
。
( )
後
漢
時
代
に
銭
が
民
間
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
と
し
て
、
彭
注
５
前
掲
書
は
、
後
漢
・
王
充
『
論
衡』
量
知
篇
｢
手
中
無
錢
、
之
市
使(
決)
貨
、
貨
主
問
曰
｢
錢
何
在｣
。
對
曰
｢
無
錢｣
。
貨
主
必
不
與
也
。
夫
胸
中
不
(
無)
學
、
猶
手
中
無
錢
也
、
欲
人
君
任
使
之
、
百
姓
信
嚮
之
、
奈
何
也｣
を
引
証
。
ち
な
み
に
牧
野
巽
｢
中
国
古
代
貨
幣
経
済
の
衰
退
過
程｣
(『
牧
野
巽
著
作
集
中
国
社
会
史
の
諸
問
題』
第
六
巻
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
五
年)
は
、
後
漢
時
代
に
は
貨
幣
の
流
通
範
囲
が
非
常
に
縮
小
し
て
局
地
的
に
そ
の
相
対
的
過
剰
現
象
が
生
じ
た
と
し
つ
つ
も
、
貨
幣
の
絶
対
量
は
減
少
し
た
す
る
。
た
し
か
に
後
漢
末
に
は
、
中
央
政
府
の
高
官
や
宦
官
の
あ
い
だ
で
銭
の
賄
賂
が
横
行
す
る
一
方
、
霊
帝
期
頃
の
東
牌
楼
出
土
漢
牘
(
12)
に
｢
臨
湘
守
令
臣
肅？
上
言
、
荊
南
頻
遇
軍
寇
、
租
黙
法
賦
、
民
不
輸
入
、
冀
蒙
赦
令
、
云
當
虧
除
。
連
年
長
逋
、
倉
空
無
米
、
庫
無
錢
・
布
。
…｣
と
あ
る
ご
と
く
、
銭
・
布
・
粟
の
不
足
に
悩
む
多
く
の
地
方
城
市
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
貨
幣
流
通
の
中
央
政
府
一
極
集
中
化
が
は
た
し
て
後
漢
全
体
に
通
底
す
る
現
象
で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
、
後
漢
時
代
に
銭
の
絶
対
量
が
不
足
し
て
い
た
か
否
か
も
確
認
で
き
な
い
。
な
お
東
牌
楼
簡
牘
の
図
版
・
釈
文
は
、
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
・
中
国
文
物
研
究
所
編
『
長
沙
東
牌
楼
東
漢
簡
牘』
(
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年)
、
前
掲
東
牌
楼
出
土
漢
牘
(
12)
が
中
平
五
年
(
188)
以
後
の
霊
帝
期
の
史
料
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
王
素
｢
長
沙
東
牌
楼
東
漢
簡
牘
選
釈｣
(『
文
物』
二
〇
〇
五
年
第
十
二
期)
参
照
。
( )
『
漢
書』
は
『
史
記』
や
『
後
伝』
な
ど
を
班
固
が
ま
と
め
直
し
た
も
の
を
母
体
と
し
、
そ
こ
に
『
別
録』
・『
七
略』
を
転
用
し
た
芸
文
志
、
班
昭
(
班
固
の
妹)
・
馬
続
(
馬
融
の
弟)
が
続
修
し
た
可
能
性
の
高
い
八
表
・
天
文
志
な
ど
を
加
え
た
史
書
で
あ
る
が
、
本
稿
本
文
で
引
用
し
た
食
貨
志
下
の
文
は
、
『
史
記』
に
み
え
ず
、『
後
伝』
も
帝
紀
と
列
伝
よ
り
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
食
貨
志
下
の
該
当
箇
所
は
班
固
の
撰
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
( )
山
田
注
５
前
掲
論
文
な
ど
。
と
く
に
銭
範
に
つ
い
て
は
陜
西
省
銭
幣
学
会
編
著
『
秦
漢
銭
範』
(
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
二
年)
参
照
。
建
武
三
年
(          
・          )
・
建
武
四
年
(          
・          )
・
建
武
六
年
(           
)
の
居
延
漢
簡
の
図
版
・
釈
文
に
つ
い
て
は
、
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
文
物
部
古
文
献
研
究
所
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
(
編)
『
居
延
新
簡
甲
渠
候
官
与
第
四
隧』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年)
。
( )
注
１
前
掲
論
文
。
( )
『
漢
書』
の
食
貨
志
下
や
王
莽
伝
中
に
よ
る
と
、｢
貨
泉｣
・｢
貨
布｣
施
行
後
も
、
民
間
で
の
｢
五
銖｣
銭
人
気
は
想
像
以
上
に
高
く
、
王
莽
の
度
重
な
る
禁
令
発
布
に
も
か
か
わ
ら
ず
、｢
五
銖｣
銭
が
｢
貨
泉｣
施
行
後
、
建
武
十
六
年
に
至
る
ま
で
非
合
法
的
に
市
場
に
出
回
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。
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更
始
帝
の
｢
五
銖｣
銭
鋳
造
と
、
竇
融
の
鋳
銭
に
つ
い
て
は
前
掲
注 
所
引
の
居
延
漢
簡
参
照
。
ま
た
公
孫
述
の
鋳
銭
に
つ
い
て
は
、『
後
漢
書』
公
孫
述
列
伝
建
武
六
年
条
に
｢
是
時
、
述
廢
銅
錢
、
置
鐵
官
錢
、
百
姓
貨
幣
不
行
。
蜀
中
童
謠
言
曰
、｢
黄
牛
白
腹
、
五
銖
當
復｣
。
好
事
者
竊
言
王
莽
稱
｢
黄｣
、
述
自
號
｢
白｣
。
五
銖
錢
漢
貨
也
。
言
天
下
當
并
還
劉
氏｣
と
あ
り
、
公
孫
述
が
建
武
六
年
に
成
都
で
鉄
銭
を
鋳
造
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
銭
文
に
つ
い
て
は
、
①
｢
五
銖｣
説
(『
陳
氏
図
経』
・
戴
熙
『
古
泉
叢
話』
な
ど)
、
②
｢
貨
泉｣
説
(
山
田
注
５
前
掲
論
文)
、
③
不
明
説
(
彭
注
５
前
掲
書)
が
あ
る
。
( )
各
地
方
勢
力
は
そ
の
代
表
的
人
物
名
で
表
記
し
た
。
た
だ
し
劉
永
・
隗
囂
な
ど
の
勢
力
は
当
人
達
の
死
後
に
も
残
党
勢
力
が
お
り
、
地
図
中
の
勢
力
滅
亡
年
は
残
党
勢
力
の
滅
亡
を
さ
す
。
( )
『
後
漢
書』
馬
援
列
伝
｢
初
援
在
隴
西
上
書
言
宜
如
舊
鑄
五
銖
錢
。
事
下
三
府
、
三
府
奏
以
爲
未
可
許
、
事
遂 
。
及
援
還
、
從
公
府
求
得
前
奏
難
十
餘
條
、
乃
隨
牒
解
釋
、
更
具
表
言
。
帝
從
之
、
天
下 
其
便｣
。
( )
｢
五
銖｣
銭
の
鋳
造
が
建
武
十
六
年
に
ま
で
遅
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
彭
注
５
前
掲
書
や
山
田
注
５
前
掲
論
文
は
、
建
武
十
六
年
以
前
に
は
｢
貨
泉｣
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
、｢
貨
泉｣
の
文
字
の
部
首
を
組
み
替
え
る
と
｢
白
水
眞
人｣
に
な
る
こ
と
、
光
武
帝
が
｢
白
水
郷｣
に
拠
点
を
置
く
南
陽
劉
氏
の
出
自
で
あ
る
こ
と
、
当
時
｢
白
水｣
か
ら
挙
兵
し
た
者
が
天
下
を
治
め
る
と
の
讖
緯
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
王
莽
以
来
の
｢
貨
泉｣
が
光
武
帝
の
正
統
性
を
担
保
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
光
武
帝
は
天
下
統
一
(
建
武
十
二
年)
後
、
耕
地
・
戸
籍
調
査
な
ど
を
施
行
し
(
建
武
十
五
年)
、
政
権
の
安
定
が
確
保
さ
れ
た
建
武
十
六
年
に
至
る
ま
で
、｢
五
銖｣
銭
発
行
に
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
と
す
る
。
だ
が
、
建
武
十
六
年
の
｢
五
銖｣
銭
発
行
は
、
あ
く
ま
で
も
馬
援
が
反
対
派
を
論
破
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
に
反
対
派
は
前
も
っ
て
｢
十
餘
條｣
の
反
対
意
見
を
提
示
し
て
い
た
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
光
武
帝
が
｢
五
銖｣
銭
鋳
造
に
な
か
な
か
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
理
由
を
一
つ
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
か
り
に
｢
五
銖｣
銭
が
光
武
帝
の
正
統
性
を
担
保
し
て
い
た
と
す
る
と
、
馬
援
は
建
武
十
六
年
に
光
武
帝
の
正
統
性
を
批
判
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
は
た
し
て
光
武
帝
の
臣
下
た
る
馬
援
が
そ
の
よ
う
な
危
険
を
伴
う
提
言
を
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
( )
前
掲
注 
所
引
『
秦
漢
銭
範』
に
は
｢
建
武
十  
七  
年
三
月
丙
申
太
僕
監
掾
蒼
考
工
令
通
丞
或
令
史
鳳
工
周
儀
造｣
と
い
う
文
を
も
つ
｢
五
銖｣
銭
銭
範
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
強  
調  
箇  
所  
の
釈
文
に
は
諸
説
あ
り
、
建
武
十
七
年
説
以
外
に
も
建
武
二
年
説
・
建
武
十
一
年
説
・
建
武
十
六
年
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
陳
垣
『
二
十
史
朔
閏
表』
(
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年)
、
徐
錫
祺
『
新
編
中
国
三
千
年
暦
日
検
索
表』
(
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年)
、
張
培
瑜
『
三
千
五
百
年
暦
日
天
象』
(
大
象
出
版
社
、
一
九
九
七
年)
、
吉
村
昌
之
｢
出
土
簡
牘
資
料
に
み
ら
れ
る
暦
譜
の
集
成｣
(
冨
谷
至
編
『
辺
境
出
土
木
簡
の
研
究』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年)
な
ど
を
ふ
ま
え
る
と
、
そ
の
中
で
三
月
に
｢
丙
申｣
の
日
が
あ
る
の
は
建
武
十
六
年
と
建
武
十
七
年
だ
け
で
あ
る
。
( )
永
田
英
正
編
『
漢
代
石
刻
集
成』
(
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
四
年)
参
照
。
発
見
当
初
に
解
読
さ
れ
、
の
ち
に
剥
落
し
た
部
分
は
【
】
で
括
っ
た
。
( )
前
後
漢
に
お
け
る
銭
・
黄
金
・
布
帛
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、『
西
漢
会
要』
・
『
東
漢
会
要』
に
抽
出
さ
れ
て
い
る
黄
金
や
布
帛
の
賜
与
例
を
傾
向
分
析
の
史
料
と
す
る
か
、
別
途
『
史
記』
・『
漢
書』
・『
後
漢
書』
の
帝
紀
の
中
か
ら
賜
与
例
を
抽
出
し
て
傾
向
分
析
の
史
料
と
す
る
も
の
が
非
常
に
多
い
が
、
量
的
研
究
を
行
う
上
で
最
初
か
ら
そ
の
よ
う
に
事
例
数
を
限
定
す
る
理
由
は
な
く
、
正
確
さ
を
欠
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
の
中
で
も
と
く
に
精
度
の
高
い
彭
信
威
・
山
田
勝
芳
・
佐
藤
武
敏
諸
氏
の
研
究
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
、
さ
ら
に
そ
れ
を
付
表
に
基
づ
き
批
判
し
た
。
( )
注
１
前
掲
論
文
。
( )
後
漢
鎮
墓
瓶
に
｢
謹
奉
金
銀｣
・｢
謹
奉
黄
金
千
斤
兩｣
・｢
謹
以
鉛
人
金
玉｣
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な
ど
と
あ
り
、 
死
後
の
世
界 
用
に
黄
金
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
黄
金
の
価
値
は
後
漢
時
代
に
も
失
わ
れ
て
い
な
い
。
後
漢
鎮
墓
瓶
に
つ
い
て
は
鈴
木
雅
隆
｢
後
漢
鎮
墓
瓶
集
成｣
(『
早
稲
田
大
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
年
報』
第
五
号
、
二
〇
〇
七
年)
な
ど
参
照
。
( )
罰
金
は
108
。
( )
唐
任
伍
｢
西
漢
巨
量
黄
金
消
失
之
謎
考｣
(『
史
学
月
刊』
一
九
八
九
年
第
五
期)
な
ど
。
( )
国
外
関
連
の
帛
授
受
は
９
・
13
・
19
・
23
・
29
・
32
・
43
・
44
・
45
・
50
・
51
・
52
・
53
・
56
・
57
・
65
・
77
・
100
・
134
・
136
・
155
・
167
・
173
・
186
・
187
・
190
・
191
・
192
・
193
・
194
・
229
・
230
・
233
・
234
・
240
・
241
・
243
・
263
・
264
・
269
・
275
・
276
。
黄
金
授
受
は
13
・
19
・
32
・
43
・
44
・
65
・
100
・
160
・
167
・
167
・
172
・
173
・
187
・
191
・
192
・
214
・
229
・
230
・
234
・
243
・
269
・
276
・
300
・
370
。
( )
注
１
前
掲
論
文
。
( )
国
外
関
連
の
銭
賜
与
は
76
・
190
・
193
・
194
。
( )
喪
葬
関
連
の
布
賜
与
は
135
・
154
・
166
・
169
・
170
・
171
・
201
・
205
・
210
・
211
・
212
・
225
・
236
・
273
・
274
・
297
・
310
・
354
。
( )
喪
葬
関
連
以
外
の
類
型
化
困
難
な
布
賜
与
は  
・  
・  
・  
・   
・   
・
   
・   
・   
・   
・   
・   
・   
・   
・   
・   
・   
・   
・   
・   
・   
・
   
・   
。
( )
喪
葬
関
連
の
銭
賜
与
は
24
・
33
・
40
・
48
・
66
・
67
・
83
・
105
・
116
・
135
・
154
・
156
・
166
・
169
・
170
・
171
・
201
・
205
・
206
・
210
・
211
・
212
・
213
・
225
・
226
・
236
・
238
・
239
・
244
・
255
・
256
・
262
・
270
・
273
・
274
・
277
・
295
・
297
・
299
・
302
・
310
・
316
・
341
・
354
・
358
・
359
。
喪
葬
関
連
の
帛
賜
与
は
25
・
28
・
53
・
61
・
376
・
378
。
た
だ
し
376
・
378
は
時
期
不
明
で
、
378
は
対
象
者
が
｢
貞
義｣
と
た
た
え
ら
れ
た
婦
女
で
、
力
田
な
ど
と
同
じ
分
類
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
( )
贖
罪
関
連
の
帛
授
受
(
と
く
に  )
は
16
・
17
・
68
・
69
・
70
・
90
・
91
・
92
・
101
・
102
・
103
・
131
・
132
・
133
・
161
・
162
・
163
・
177
・
278
・
326
・
333
・
334
・
335
・
343
・
345
・
355
。
贖
罪
関
連
の
銭
授
受
と
し
て
８
と
257
が
あ
る
が
、
８
は
公
孫
述
に
よ
る
強
奪
に
近
い
例
、
257
は
｢
義
錢｣
と
称
さ
れ
る
特
例
で
、
い
ず
れ
も
制
度
的
な
贖
罪
と
は
異
な
る
。
( )
角
谷
常
子
｢
秦
漢
時
代
の
贖
刑｣
(
梅
原
郁
編
『
前
近
代
中
国
の
刑
罰』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
六
年)
。
( )
軍
需
物
資
関
連
の
事
例
は
６
・
18
・
26
・
279
・
318
・
319
・
320
・
325
。
( )
退
職
の
銭
賜
与
は
14
・
39
・
42
・
47
・
139
・
153
・
184
・
232
・
271
。
帛
賜
与
は
14
・
42
・
271
。
( )
徙
民
・
謫
戍
・
募
民
・
募
兵
・
購
賞
へ
の
銭
賜
与
は
１
・
46
・
74
・
78
・
217
・
285
、
黄
金
賜
与
は
22
・
218
・
383
、
帛
賜
与
は
22
、
23
・
57
。
( )
軍
功
褒
賞
の
銭
賜
与
は
208
・
209
・
213
・
227
・
252
・
268
・
301
・
302
・
303
・
305
・
309
・
312
・
317
・
324
・
327
、
黄
金
賜
与
は
10
・
19
・
62
・
229
・
252
・
340
、
帛
賜
与
は
15
・
19
・
62
・
229
・
252
・
321
・
322
。
( )
注
１
前
掲
論
文
。
( )
問
疾
時
の
銭
賜
与
は
84
・
165
・
184
・
185
・
251
・
271
、
布
賜
与
は
251
、
帛
賜
与
は
271
。
( )
三
老
・
孝
悌
・
力
田
・
貞
婦
へ
の
帛
賜
与
は
141
・
224
・
242
・
258
・
179
・
288
、
布
賜
与
は
199
。
事
例
数
的
に
み
て
199
の
｢
布｣
は
｢
帛｣
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
高
年
・
鰥
寡
・
孤
獨
等
へ
の
帛
賜
与
は
142
・
261
、
布
帛
賜
与
は
159
。
も
っ
と
も
、｢
布
帛｣
賜
与
の
例
は
｢
高
年｣
に
対
す
る
一
例
の
み
な
の
で
、
他
の
｢
帛｣
賜
与
の
多
さ
を
勘
案
す
る
と
、
そ
れ
は
｢
帛｣
の
誤
文
か
、｢
布
帛｣
の
語
を
以
て
織
物
一
般
を
意
味
し
、
実
際
に
は
帛
織
物
の
み
を
指
示
し
た
例
で
は
な
い
か
。
( )
佐
藤
注
６
前
掲
書
。
( )
女
性
に
対
す
る
賜
与
一
般
(
15
・
45
・
104
・
140
・
156
・
183
・
189
・
202
・
224
・
242
・
258
・
260
・
276
・
288
・
291
・
297
・
328
・
341
・
363
・
378)
の
う
ち
、
喪
葬
関
連
や
贖
罪
関
連
な
ど
の
特
定
理
由
を
も
つ
事
例
と
、
当
該
女
性
以
外
に
も
同
時
に
物
財
を
賜
与
さ
れ
た
者
が
お
り
、
ど
れ
が
誰
に
賜
与
さ
れ
た
の
か
特
定
困
難
な
例
を
除
く
と
、
銭
賜
与
は
104
・
183
・
189
、
布
帛
賜
与
は
、
15
・
45
・
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140
・
184
・
190
・
203
・
224
・
242
・
258
・
289
、
黄
金
賜
与
は
184
・
203
。
( )
注
１
前
掲
論
文
。
( )
注
１
前
掲
論
文
。
( )
貨
幣
の
特
定
目
的
化
(         )
の
意
義
に
つ
い
て
は
、            
(    )                                          
参
照
。
( )
『
後
漢
書』
馬
援
列
伝
付
馬
廖
列
伝
｢
城
中
好
高
髻
、
四
方
高
一
尺
。
城
中
好
廣
眉
、
四
方
且
半
額
。
城
中
好
大
袖
、
四
方
全
匹
帛｣
は
前
漢
末
の
諺
で
、
後
漢
初
期
に
も
俚
諺
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
。
( )
後
漢
貨
幣
経
済
の
展
開
と
は
対
照
的
に
、
じ
つ
は
当
時
の
知
識
人
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な
貨
幣
経
済
を
批
判
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
後
漢
・
王
符
『
潜
夫
論』
浮
侈
篇
や
、
西
晉
・
魯
褒
『
銭
神
論』
に
は
、
前
漢
後
半
期
以
降
に
奢
侈
を
好
む
人
び
と
が
増
え
た
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
風
潮
が
西
晉
時
代
に
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
風
潮
を
王
符
や
魯
褒
な
ど
が
苦
々
し
く
思
っ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。｢
守
錢
奴｣
の
語
が
『
後
漢
書』
文
苑
列
伝
下
・
趙
壹
伝
の
批
判
的
文
脈
の
中
で
登
場
す
る
こ
と
も
、
そ
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
貨
幣
経
済
を
前
提
と
し
た
奢
侈
の
存
在
と
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
は
い
か
に
発
生
し
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
こ
れ
も
、
川
勝
義
雄
『
六
朝
貴
族
制
社
会』
(
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年)
、
谷
川
道
雄
『
中
国
中
世
社
会
と
共
同
体』
(
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年)
以
降
の
い
わ
ゆ
る
共
同
体
論
争
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
今
後
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
[
付
注]
本
稿
は
、
平
成
十
七
年
度
〜
二
一
年
度
文
部
科
学
省
特
定
領
域
研
究
｢
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創
生
｣
の
貨
幣
論
班
第
十
四
回
研
究
会
｢
東
ア
ジ
ア
貨
幣
史
の
諸
問
題｣
(
於
東
京
大
学)
で
二
〇
〇
九
年
六
月
五
日
に
行
な
っ
た
研
究
報
告
｢
後
漢
時
代
に
お
け
る
貨
幣
経
済
の
展
開
と
そ
の
特
質｣
に
基
づ
く
も
の
で
、
平
成
二
一
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
別
研
究
員
奨
励
費
(
研
究
課
題
｢
中
国
古
代
贈
与
交
換
史
の
研
究
―
｢
貨
幣
経
済｣
と
｢
贈
与
交
換｣
の
関
係
を
中
心
に
―｣)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
(  
・
早
稲
田
大
学)
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